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創世記から始める神さま理解 

第６回 金の子牛〜人が創る神 

 

I. 出来事の概要（出エジプト記 32 章） 

A. 主な登場人物と用語 

1. モーセ：イスラエル人の指導者、エジプトで奴隷状態だったイスラエル人を

率いて現代のパレスチナ地方へ率いていく 

2. アロン：モーセの兄、モーセよりも雄弁でモーセに代わって民に語る目的で

モーセに同行、そうしたことからイスラエル人の間で初の祭司となる 

3. 祭司：神と人との間に立ち、人の側から神に近づく（願いや感謝を神に告げ

る）営みをリードする 

B. 事態の推移 

1. モーセが率いる一団、シナイ半島にあるシナイ山のふもとに来る 

2. 神はモーセだけが山を登ってくるよう命じ、モーセだけが登っていく 

3. そして 40 日間、モーセは山頂から戻ってこない。山頂付近は嵐 

4. モーセは、居なくなってしまったとイスラエル人は思う 

5. 自分たちと神との接点がモーセだったが、そのモーセが居なくなってしまっ

た今、どうやって神との接点を保つのかと民は不安になる 

6. アロン、皆から集めた金で金の子牛像を鋳造し、これが我々をエジプトから

助け出した神々だ、と紹介 

7. これで一安心だとイスラエル人は祭りを始める 

8. 神、激怒。モーセも祭りの最中に下山して激怒 

II. 解説 

A. この事件の核心部分 

1. イスラエル人は、神を信じ、神を大切にしていた。信仰心が無くなっていたわ

けではない 

2. むしろ、厚い信仰の持ち主だから、その神との接点が失われる（モーセ行方不

明）というのは、大きな不安 

3. 神との新しい接点を欲した民は、アロンの鋳造した金の子牛で一安心 

4. 因みに、金の子牛、というのは古代中近東では、神々しいものの代表的なもの

の一つ 

5. 神が与える道（この場合はモーセ）によって神に近づくのではなく、自分たち

で考え出し、自分たちで納得できるもので神に近づこうという行為は、聖書

が示す神とは相容れない 
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B. 現代の私たちの応用 

1. 神への信仰が熱心な人たちの集う教会で、人材難のため常駐牧師が居なくな

ったので、それではと金の子牛を鋳造して教会活動を継続させたという話は

聞いたことがない 

2. しかし、この事件は、割とクリスチャンの身近に潜む問題を示している 

3. 神と自分との接点が不明瞭になってきたとき、何か宗教的なもの、信仰的な

ものを見つけて、それで神と自分との関係が保たれていると満足する誘惑 

a) 自分は優しく隣人に接している 

b) 自分は奉仕に頑張っている 

c) 自分はたくさん祈っており、聖書もしっかり読んでいる 

4. 五感（見えるもの、触れるもの、耳で聞こえるもの、匂うもの、味わうもの）

によって、信仰的な何かが自分にあると考え、それを基に、自分と神様との関

係は保たれているというのは、実際のところ金の子牛を鋳造する姿と同じ 

III. 詩篇 22 篇から考える、神様との接点の喪失による苦難と突破口 

A. 私に応えてくださらない神様 

わが神 わが神 どうして私をお見捨てになったのですか。私を救わず 遠

く離れておられるのですか。私のうめきのことばにもかかわらず。わが

神 昼に私はあなたを呼びます。しかし あなたは答えてくださいません。

夜にも私は黙っていられません。（1〜2） 

B. 他の人たちの祈りは聞かれている 

あなたに 私たちの先祖は信頼しました。彼らは信頼し あなたは彼らを

助け出されました。あなたに叫び 彼らは助け出されました。あなたに信

頼し 彼らは恥を見ませんでした。（4〜5） 

C. けれども自分の祈りには応えられず、そのような信仰など虚しいだけだという嫌

味さえも聞こえてくる 

しかし 私は虫けらです。人間ではありません。人のそしりの的 民の蔑

みの的です。私を見る者はみな 私を嘲ります。口をとがらせ 頭を振り

ます。「主に身を任せよ。助け出してもらえばよい。主に救い出してもら

え。彼のお気に入りなのだから。」（6〜8） 

D. そこで、自分がどういう信仰者なのか、という方向に注意を向けることはせず、神

様という方は自分に対してどういう方なのか、という基本に注意を向ける 

まことに あなたは私を母の胎から取り出した方。母の乳房に拠り頼ませ

た方。生まれる前から 私はあなたにゆだねられました。母の胎内にいた

ときから あなたは私の神です。どうか 私から遠く離れないでください。

苦しみが近くにあり 助ける者がいないのです。（9〜11） 

E. だからといって、そこで安心できるのかというと、そういう訳ではなく、自分の心
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はさらに疲弊していく 

多くの雄牛が私を取り囲み バシャンの猛者どもが私を囲みました。彼ら

は私に向かって 口を開けています。かみ裂く 吼えたける獅子のように。

水のように 私は注ぎ出され 骨はみな外れました。心は ろうのように 

私のうちで溶けました。私の力は 土器のかけらのように乾ききり 舌は

上あごに貼り付いています。 死のちりの上に あなたは私を置かれます。

犬どもが私を取り囲み 悪者どもの群れが私を取り巻いて 私の手足にか

みついたからです。私は 自分の骨をみな数えることができます。彼らは

目を凝らし 私を見ています。彼らは私の衣服を分け合い 私の衣をくじ

引きにします。（12〜18） 

F. それでも、なお、自分がこうだから、神様はこういう対応をしておられる、自分が

こうしたら神様との接点が回復する、という具合に自分自身の中に原因を見よう

とはせず、単純に神様に期待し続ける 

主よ あなたは離れないでください。私の力よ 早く助けに来てください。

救い出してください。私のたましいを剣から。私のただ一つのものを犬

の手から。救ってください。獅子の口から 野牛の角から。（19〜21 前半） 

G. そして突然モーセが山から降りてきて再び現れたように、突然の接点復活 

あなたは 私に答えてくださいました。（21 後半） 

H. 神様との接点が途切れがち、神様との関係が薄れていると心配になるとき、自分自

身に原因を求めようとせず、また自分にはこれがある、これが出来ていると自分で

自分を納得させず、ただ神を待ち望み続けることから開けてくる未来 

私のたましいは黙って ただ神を待ち望む。私の救いは神から来る。（詩

篇 62:1、つまり、自分で作る何か、自分で努力する何か、自分が達成

している何か、からではない） 

IV. まとめ 

A. 自分で造った何かによって神に近づくのではなく、神が与える道によって近づく

ことの大切さを、この出来事は伝える 

B. モーセは、神の御心を知り、御心の中を歩む「道（邦訳聖書では律法）」を伝えた 

C. 私たちの場合は、その「道」を完成させる、主イエス・キリスト 

D. 決して諦めない愛（ヘセッド、講座第５回を参照） 

 


